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博士論文の内容の要旨 
      
 
本論文は中国人日本語学習者が聴解学習に対してどのようなビリーフの傾向を持ってい
るのかを明らかにすることを目的に行った研究の成果をまとめたものであり、以下にその
背景、目的、内容、意義について述べる。 
 １．背景 
第二言語教育では、1980 年代頃から学習者の学習行動、認知、心理などの要因が注目さ
れるようになった。学習者が言語学習、学習効果、指導方法などに対して意識的・無意識
的に抱いている態度や信念はビリーフと言われ、学習者の持つビリーフの違いが教室活動
への取り組み方の違いとなって現れると言われる。 
 中国では、従来中国人日本語学習者の聴解能力は他の言語能力と比べ、相対的に低いと
言われてきた。この要因のひとつとして、聴解の指導法が学習者のビリーフと合っていな
いため、学習効果が上がらないことが考えられる。日本語教育では聴解ストラテジーの指
導法などに関する研究が進んでいるが、学習者の聴解学習に対するビリーフの研究は殆ど
ない。また、中国では新たな聴解指導法や聴解ストラテジーの導入が始まっているものの、
それらの対象である学習者が、聴解学習に対してどのようなビリーフを持っているのかと
いうことについての研究は皆無に近い状況であり、解明の必要があると思われる。 
  
２．目的 
本研究では、上記のような背景を踏まえ、中国の大学で日本語を主専攻とする大学生を
対象として、聴解学習ビリーフと聴解学習ストラテジービリーフについてアンケート調査、
因子分析、重回帰分析の手法を用いて、中国人日本語学習者が聴解学習に対してどのよう
なビリーフの傾向を持っているのかを明らかにすることを目指した。 
 
３．内容 
第１章では、第二言語教育におけるストラテジーの概念を確認し、聴解学習ビリーフ研
究、中国人日本語学習者の持つ聴解学習ビリーフ研究の必要性について述べた。 
第２章では、BALLIという調査票を用いて調査を行った先駆的な Horwitz、日本語教育に
おける橋本、片桐、久保田などのビリーフに関する先行研究について眺め、聴解学習に関
するビリーフ研究は、ほぼ皆無であることを確認した。 
第３章では、中国に視点を移し、日本語教育の展開の状況について概要を述べた後、日
本の教育指導要領にあたる「教学大綱」が現状に合わなくなっていること、中国人日本語
学習者に関する先行研究の多くが聴解ストラテジーの解明や指導法を研究対象としている
こと、聴解の教科書が言語知識や正確さの重視から学習者参加型の内容に変化しつつある
こと、３名の大学の現職日本語教師に対するインタビューの結果から、聴解教育の現場で
は標準的な指導方針がないこと、言語知識や正確さを重視した指導が行われる傾向がある
ことを述べた。 
第４章では、2012 年４月～６月に中国の東北地方にある３大学で日本語を主専攻とする
大学生 244 名を対象に行った聴解学習ビリーフと聴解学習ストラテジービリーフに関する
アンケート調査、使用した調査ツール、分析方法について説明した。 
第５章では、アンケート調査の結果をもとに聴解学習ビリーフについて考察し、中国人
日本語学習者の特徴が、５つ―①中国人日本語学習者の日本語学習の適性、②実利的な動
機づけの傾向、③聴解学習における背景知識の役割の重視、④伝統的な教授法・教室活動
への否定的な傾向、⑤聴解授業を担当する教師に対する指導法の期待―にまとめられるこ
とを述べた。 
第６章では、聴解学習ストラテジービリーフの特徴について考察し、３つ―①メタ認知
ストラテジーに対する強い肯定的なビリーフの傾向、②社会情意ストラテジーの役割の重
視、③「音声と文字の結びつき」、「メモする」、「推測する」に対する高い評価―にまとめ
られることを述べた。 
 第７章では、聴解学習ビリーフに潜在する因子を探るために行った「聴解学習」ビリー
フと聴解学習ストラテジービリーフの因子分析の結果、およびこの二つのビリーフに見ら
れる因子間の関連性を検証するために行った重回帰分析の結果について述べた。 
まず、「聴解学習」ストラテジービリーフの因子分析の結果については、7 因子―①「聴
解の効果に影響する要素への注目」、②「聴解学習の動機や目的の保持」、③「伝統的な学
習方法と考え方の是認」、④「教師と補助教材への期待」、⑤「テキストの深い理解の希望」、 
⑥「中国語による有利さ」、⑦「正確さ志向」―が抽出された。 
各回答者の因子得点を産出し、その全体平均値を産出したところ、「聴解学習」ビリーフ
の場合、因子④「教師と補助教材への期待」の平均値が最も高く、賛成傾向を、一方因子
③「伝統的な学習方法と考え方の是認」の平均値が最も低く、反対傾向を示す数値であっ
た。 
次に聴解学習ストラテジービリーフでは、２因子―①「能動的な聴き方志向」、②「メタ
認知と社会情意ストラテジー志向」―が抽出され、両因子とも因子得点が高く賛成傾向で
あった。 
さらにこの二つのビリーフの因子間の相関関係の有無を調べるために重回帰分析を試み
たが、有意な相関は見られなかった。 
第８章では、先行研究および調査結果を踏まえた考察と今後の課題を述べた。 
本研究では中国人日本語学習者は伝統的な教授法・教室活動に対して否定的であり、背
景知識の重視など新しい指導法を教師に期待していること、聴解学習ストラテジーに関し
ては全体的な特徴として、肯定的なビリーフを持つ傾向があることがわかった。このこと
は、中国人日本語学習者は、現在、中国の日本語教育分野で導入され始めている聴解指導
法や教室活動に対して肯定的であり、既に受け入れる素地が備わっていることを示唆して
いる。 
また、聴解教育の改善に向けて今後さらに研究を発展、充実させるために、今後の課題
として次の4点を挙げた。  
①教師と学習者の聴解学習ビリーフの比較検証 
②聴解学習ストラテジーの実態調査  
③調査票の充実と質的調査 
④中国人日本語聴解能力が低い要因の解明 
 
４．意義 
本研究は、中国の大学における日本語を主専攻とする大学生を研究対象として、中国人
日本語学習者の聴解学習のビリーフの解明を目指したものであり、日本語教育分野におけ
る聴解学習ビリーフ研究と中国における日本語聴解教育に対して次のような貢献をしたと
考える。  
第一に、日本語教育分野では研究課題としてあまり取り上げられてこなかった聴解学習
ビリーフを取り上げたことである。先行研究では学習者の聴解プロセスの解明や聴解学習
ストラテジーに関する学習効果の実証的研究が多く見られた。しかし、これらは学習者の
聴解学習の表面に現れた学習行動についてとりあげたものであり、学習者の聴解学習を支
えている内面的な要因は解明されていなかったと言える。このような背景を踏まえ、本研
究は日本語の聴解学習ビリーフに関する調査を実施し、中国人日本語学習者の聴解学習ビ
リーフの解明を試みた。このことにより、日本語教育における聴解教育及びビリーフ研究
の分野に新たな研究視点を提示することができたと考える。  
第二に、中国の日本語教育分野において、本研究は聴解教育に関して研究と教育の面か
ら貢献できたと考える。まず、研究の面ではこれまで中国の聴解教育に関する研究では取
り上げられてこなかった中国人学習者の聴解学習ビリーフの特徴を明らかにしたことによ
り、中国における聴解教育の研究に新たな視点を加えることができた。また、教育の面で
は、本研究で明らかになった中国人日本語学習者の聴解学習ビリーフの特徴―伝統的な教
授法・教室活動に対して否定的であり、背景知識の重視など新しい指導法を教師に期待し
ていること、聴解学習ストラテジーに関しては全体的に肯定的なビリーフを持つ傾向があ
ること―を踏まえた聴解教育をすることにより中国人学習者の聴解能力の向上に貢献でき
る可能性を示したという点で大いに意義があると考える。 
 
 
博士論文審査結果の要旨 
 
１．審査概要 
1）予備論文審査 
学位請求予備論文「中国人日本語学習者の聴解学習に関するビリーフ研究―中国の大学
における日本語を主専攻とする大学生を対象に―」は 2013 年３月１日に提出された。こ
の論文に対して国際学研究科教員である審査委員５名および外部審査委員１名から成る
予備論文審査委員会が設置され、「宇都宮大学大学院国際学研究科における博士の学位授
与に関する取扱要項｣第５条に定められた書類が提出されていることを確認、また同論文
を精査、同年３月 29 日に開催された審査委員会で、提出された論文が学位請求論文に値
すると判断した。ただし、学位論文の完成に向けて以下のような改善、追加の要求があっ
た 
 
  ①この論文の問題提起の根拠となる現地の日本語教育の状況についてもっと情報 
やデータを載せたほうがよい。 
  ②第１章で問題提起したことに対して終章ではっきりと答えていなかったり、「キーワ 
ード」となる用語やその他の専門用語について説明が不十分だったりするなど記述 
不足の箇所がいくつか見られるため、可能な限り明記する。 
③第 7章では調査結果のデータ処理・分析が不十分である。データ処理・分析を再度 
行うとともに、度数分布図を使うなど分析結果の記述に工夫がほしい。 
  ④論文の構成や形式について全体を通してよく見直し、論文としての完成度を高める 
必要がある。 
 
2）学位論文審査 
  学位請求論文は 2013年 6月 21日に提出された。これを受けて、予備論文審査委員６ 
名に新たに国際学研究科教員である審査委員２名が加わった計８名による学位請求論文 
審査委員会が設置され、その審査にあたった。本審査委員会では「宇都宮大学大学院国 
際学研究科における博士の学位授与に関する取扱要項｣第 10条で規定された書類が提出 
されていることを確認するとともに提出された論文を精査、同年 7月 16日に開催した審 
査委員会において予備論文審査で改善・追加の要求があった事項について審査、予備論 
 
文審査において改善、追加の要求があった事項が格段に改善されていることを確認し、 
全員一致で最終試験の実施を行うことを決めた。 
 
3）最終試験 
  最終試験は、2013年 7月 16日に学位論文審査委員会に引き続いて実施された。最初に 
 著者である芦暁博氏に対して本論文について説明を求めた後、質疑応答を行った。 
 
以上の論文審査および最終試験の結果から、本論文については以下のような評価がなさ
れ、全員一致で、本論文が学位論文［博士（国際学）］の用件を満たしているとの結論に達 
した。 
 
・予備論文審査において改善、追加の要求があった事項が格段に改善されていることが
確認できる 
・本論文は、日本語教育における聴解学習ビリーフ、および学習ストラテジーのビリー
フに関する初の研究論文であり、特に中国で今後の聴解指導を考えるにあたって、学
習者の側に立つ研究として先鞭となる意義のある研究論文であると言える。 
・第１章と第２章では第二言語教育、日本語教育におけるビリーフとストラテジーに関 
わる先行研究が丁寧に検証・整理され、第３章では中国の日本語教育の展開状況、聴解 
教育の状況が、国レベルのカリキュラム、教科書、教師について具体例を挙げて詳述さ 
れている。そのため、本論文の中心となる第４章以降の内容がより深く理解することが 
でき、学位論文として厚みが加わり、整った構成になっている。 
 
 なお、本論文についての問題点および今後の課題として以下の事柄が挙げられた。 
 
 ・因子分析結果についての考察は予備論文より改善されたが、まだ不十分な点があり、 
結論付けの根拠などもう少し丁寧な説明が欲しかった。 
 ・本論文では肯定的なビリーフが取り上げられているが、今後の研究では否定的なもの 
も取り上げてほしい。 
 ・最後のまとめは調査結果だけでなく、先行研究も併せてまとめたほうがよかった。 
 ・専門用語についての解説は予備論文よりずっと加筆され、全体に改善されたが、「標準 
偏差」については、途中で突然出現しているので、最初の方で言及すべきだった。 
 ・アンケート調査結果と因子分析結果に関する考察の記述がわかりにくいため、結論が 
トーンダウンしている箇所があるのは残念である。 
 
２．審査結果 
 合 
 
 
